
（様式－１ 表紙） 
  

 １ 調査名称：浜松駅周辺交通円滑化調査 
 
 
 
 ２ 調査主体：浜松市 
 
 
 ３ 調査圏域：西遠都市圏（浜松駅の北口及び南口の駅前広場を中心とした区域） 
 
 
 ４ 調査期間：平成２３年度 
 
 
 ５ 調査概要： 

ＪＲ浜松駅の駅前広場は、日々、多くの市民や来訪者に利用され、また様々な

交通機関が集中し、これらを効率的に処理する交通結節点機能を備えている。 

しかしながら、完成後約 30～40 年が経過したことにより、一部では、歩行者動

線と自動車動線を分離するため歩行者が地下通路を利用しており、また、送迎レ

ーンにおいては夕方等のピーク時に混雑が発生し、路上の駐停車の多発と併せて

道路混雑が発生している。 

また、近年、全国的には、都市の玄関口となる主要な駅、バスターミナル、駅

前広場等の交通結節点において、従来の「人、公共交通機関、自転車、自動車を

結節する機能」に加え、「人々の交流、賑わい創出、商業活動の場または空間とい

った新たな機能」を付加するため、施設の改良が進められている。 

このため、現況の自動車や歩行者の交通量を基に将来交通量を推計し、また市

民意見を聴取した上で、駅前広場の利便性、必要とされる交通結節点機能や交流

促進機能等の向上を図るための「浜松駅周辺改良基本構想」及び施設改良の基本

的な計画として「施設改良計画」を策定した。 
 
  

 

 

 

 

 
 



（様式－２ａ 調査概要） 
 
Ⅰ 調査概要 
 
 １ 調査名：浜松駅周辺交通円滑化調査 
 
 
 ２ 報告書目次 

 

Ⅰ．業務概要 

１．調査の目的 

２．調査対象区域 

３．作業フロー 

 

Ⅱ．交通状況調査 

１．自動車交通量調査 

２．歩行量・自転車通行量調査 

３．来街者調査 

 

Ⅲ．駅周辺改良基本構想の策定 

序．策定フロー 

１．都心及び駅前広場に関する基本的事項の整理 

２．駅前広場整備当時及びその後の改良時の「整備方針」の確認 

３．駅前広場の現況整理 

４．社会情勢、都心構造の変化の分析 

５．駅前広場の課題整理 

６．整備方針転換の方向性の確認 

７．将来の整備方針（案） 

８．整備方針を実践していく上での課題の抽出、解決方法の検討 

９．浜松駅周辺改良基本構想の策定 

 

Ⅳ．施設改良計画の策定 

序．策定のフロー 

１．改良すべき施設の選定 

２．南口駅前広場の改良の方向性 

３．南口駅前広場の改良方法（素案） 

４．課題の抽出（案） 

５．施設改良計画の策定（案） 

 

Ⅴ．施設改良計画の検証 

序．検証フロー 

１．駅南地下駐車場改良に伴う影響の検証 

２．砂山菅原線・砂山１７号線の改良に伴う影響の検証 

 



 

Ⅵ．市民意見の反映 

１．市民アンケートの実施計画 

２．第1回浜松駅周辺改良基本構想の策定に関する市民アンケート 

３．第２回浜松駅周辺改良基本構想の策定に関する市民アンケート 

４．浜松駅南地下駐車場に改良に関する市民アンケート 

 

Ⅶ．検討会議の運営 

１．検討会議について 

２．検討会議議事録 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 
 
 ３ 調査体制 
 
 浜松２１世紀都市交通会議 

（会長：埼玉大学教授 久保田 尚） 
 

 
 浜松駅周辺改良基本構想検討会議（分科会） 

（委員長：埼玉大学教授 久保田 尚） 
 

 
 浜松２１世紀都市交通会議（事務局） 

（浜松市都市整備部交通政策課交通計画グループ） 
 

 
 
 ４ 委員会名簿等 
 

№ 所 属 役職 委員名 備考 

１ 埼玉大学大学院 教授 久保田 尚 委員長 

２ 静岡文化芸術大学 教授 阿蘇 裕矢  

３ 旭町自治会 会長 竹山 勉  

４ 板屋町自治会 会長 高塚 敏夫  

５ 砂山町第三自治会 会長 中西 博雪  

６ 浜松商工会議所 地域総合開発委員会 委員長 中村 信吾  

７ 浜松商店界連盟 会長 小野江 隆  

８ 遠州鉄道株式会社 部長 鈴木 誠  

９ 浜松駅構内タクシー組合 組合長 陸田 攻  

10 浜松中央警察署 交通官 南條 保  

11 浜松市都市整備部 部長 村田 和彦  

12 浜松市土木部 部長 松井 充  

 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 東海旅客鉄道株式会社静岡支社 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 国土交通省 都市局 街路交通施設課 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 国土交通省 中部地方整備局 建政部 都市整備課 

 



（様式－３ａ 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 
 
 １ 調査目的 

 

ＪＲ浜松駅の駅前広場は、日々、多くの市民や来訪者に利用され、また様々な

交通機関が集中し、これらを効率的に処理する交通結節点機能を備えている。 

しかしながら、完成後約 30～40 年が経過したことにより、一部では、歩行者動

線と自動車動線を分離するため歩行者が地下通路を利用しており、また、送迎レ

ーンにおいては夕方等のピーク時に混雑が発生し、路上の駐停車の多発と併せて

道路混雑が発生している。 

また、近年、全国的には、都市の玄関口となる主要な駅、バスターミナル、駅

前広場等の交通結節点において、従来の「人、公共交通機関、自転車、自動車を

結節する機能」に加え、「人々の交流、賑わい創出、商業活動の場または空間とい

った新たな機能」を付加するため、施設の改良が進められている。 

このため、駅前広場の利便性、必要とされる交通結節点機能や交流促進機能等

の向上を図ることを目的する。 

 

 
 ２ 調査フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

1/16 

3/22 

・第 1回 
市民ｱﾝｹｰﾄ 

・来街者調査 

・第 2回 
市民ｱﾝｹｰﾄ 

・地下駐車場の 
利用実態調査 

・自動車、 
歩行者、 
自転車の 
交通量調査 



 
 ３ 調査圏域図 
 

調査対象範囲は浜松駅の北口及び南口の駅前広場を中心とした区域です。 
 

 
 



（様式－３ｂ 調査成果） 
 
 ４ 調査成果 
 
 



 



 
 
 
 

「駅前広場の機能」と「都心の商業空間や文化･歴史・観光の軸」とを整合させるととも

に、北口と南口の駅前広場を一体的に捉え、適切な機能分担を進めます。 

 

 

 

○駅前広場から周辺施設、さらに「まち」へとつながり、ユニバーサルデザインに対応し

た歩行空間の確保を進めます。 

○公共交通「鉄道、バス、タクシー」への乗り換え機能を更新します 

○様々な取り組みを効果的に進めていくため、民間の活力･知識･経験を活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、駅周辺に必要とする機能については、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の整備方針 

都心のにぎわいの創出･維持を支える「駅前広場」と「まち」の連続性の向上 

北口駅前広場の将来の整備方針 

歩行空間の拡大：駅前広場及び周辺施設が創出している「にぎわい」の「まち」への 

拡大を図ります。 

南口駅前広場の将来の整備方針 

自動車交通混雑の緩和：砂山菅原線、砂山１７号線、送迎レーンの混雑緩和を図ります。

魅力ある市街地景観 

・都心にふさわしい風格ある市街地景観を形成します。 

・人々が集い、憩い、賑わい、音楽や歴史が薫る景観を形成します。 

歩行空間・交流空間 

・浜松駅周辺の機能として最も優先し、円滑に回遊でき、様々な交流活動・イベントが開

催できる空間とします。 

・周辺施設と一体的な空間づくりを進めます。 

送迎レーン 

・北口及び南口にて円滑に利用できるようにします。 

・利用が多い時間帯の混雑については、送迎スペースを増設し、混雑の緩和を図ります。

・浜松駅周辺の自動車交通流の円滑化に向けて、送迎レーンの効率的な運用を図ります。

バスターミナル 

・北口にて路線バスの円滑な運行を確保します。 

・路線バス乗降場と歩行空間や周辺施設とのつながりの改善を図ります。 



大型バス乗降場 

・自動車交通流への影響を考慮の上、駅前広場区域外の近接した場所への適切な配置を図

ります。 

・他の交通手段への乗り換えの利便性を確保します。 

タクシー乗降場・プール 

・乗降場は、北口及び南口にて行き先別の運行や鉄道乗降客の利便性を維持します。 

・浜松駅周辺の自動車交通流の円滑化に向けて、タクシープールの効率的な運用を図りま

す。 

駅南地下駐車場 

・機械式駐車装置の撤去等により、「使いやすい駐車場」へ改良します。 

・短時間の駐車料金無料化により、送迎利用を増やします。 

【機能配置イメージ】



【ロードマップ】 



 


